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Mpcとは・・・ Mpc（メガパーセク）は、天文学で使う距離の単位です。Mはメガと読み、100万倍を表します。pcはパーセクと読み、1pcは3.26光年です。つまり、1Mpc

は326万光年という途方もない距離で、遠い銀河や宇宙の構造を測る物差しなのです。私たち「みさと天文台」は、Mpcのような大きな視野でがんばって
いきたいという気持ちをこめてネーミングしました。また、Mは「みさと」の頭文字、pcは会報を表すproceedingsの意味も当てはめました。

信州から望遠鏡がやってきた！
～野辺山太陽電波観測所から８ｍ電波望遠鏡を譲り受けました

連載  インターネットの宇宙
「土井さん！ちゃちゃちゃ」

こちらは

▲到着した電波望遠鏡の部品　▼３ｍアンテナで海外の衛星放送を受信

世界一シンプルなラジオを組み立てました。え、こんな簡単でいいの？？

　昨年のクリスマスには、神岡鉱
山の地下深くからニュートリノ検
出器をプレゼントしてもらいまし
たが、今度は国立天文台の野辺山
太陽電波観測所から直径８ｍもの
パラボラアンテナ（太陽望遠鏡）
を譲り受けました！直径８ｍもの
大きな望遠鏡ですから、運び出す
のが大変。いったん、解体して、
はるばる信州の野辺山からトラッ
クでやってきました。来年の春に
は、再びその大きなパラボラアン
テナが太陽や宇宙からの電波を受
信しはじめることでしょう。こん
な大きな電波望遠鏡をもった公開

天文台は、他にはありません。ま
た１つみさと天文台の魅力が増し
ましたね。
　この８ｍ望遠鏡が完成する前
に、一足早く「電波」を楽しんで
もらおうと、1 0 月の天文教室では
ラジオを作ってもらいました。し
かし、その単純さに参加者はびっ
くり！実は、私もこんな簡単なラ
ジオは見たことがありませんでし
た。選局するところもなにもあり
ません。「入ってくる電波は拒ま
ず」といったものですが、ちゃん
と株式情報のような音が聴こえま
した。（尾久土正己）

　今回はサッカーのワールドカッ
プが頭に残っているんですが、日
本人が宇宙で頑張っています。1 1
月20日午前４時46分（日本時間）
スペースシャトルで宇宙へ飛び
立った土井隆雄さんです。日本人
の宇宙飛行士としては４人目です
が、今回、日本人として初めてス
ペースシャトルの外に出て作業を
する、そう宇宙遊泳をすることに
なっています。
　スペースシャトルで土井さんが
どんなことをするのか調べたら、

http://jem.tksc.nasda.go.jp/JEM/Jem-j/sts87/index.html
STS-87 と土井飛行士のホームページ（日本語版）

ちゃんと日本語のページがありま
した。土井さんが所属している宇
宙開発事業団という日本の宇宙開
発をしている組織のホームページ
です。ここにスペースシャトル打
ち上げのインターネット生中継情
報があったので見ました（もっと
早く知っていたら先月号でお知ら
せしたのにごめんなさい）。打ち

スペースシャトルに搭乗前の土井
さん（真ん中）　（-NASA 提供）

上げの生中継を見たのは始めなの
で、とても感動しました（写真
左）。宇宙遊泳の中継もあるそう
なので楽しみです。でも、M p c が
配られるころには終わっている. . .
なんてこったい！　（田中英明）

（写真上：宇宙開発事業団提供、写真右上：-NASA 提供）



連載　今月の星空
宵の明星がおすすめ

　夕方の南西の空低くひときわ明
るく輝いているのが金星です。1 2
日には－４. ７等級ということで、
１等星（例えばこの時期の火星）
より０等、－１等、、、５等級以
上も明るく、その差は約2 0 0 倍で
す。夕空にあって見やすく、一番
大きく見える時期ですのでぜひ双
眼鏡でご覧下さい。だんだん三日
月型が細く大きくなってゆくのが
わかります。もうすぐ地球を追い
越して、明けの明星になります。
金星のすぐ近くに見える赤い星が
火星です。火星は今月金星の右下
から、金星のすぐ下をかすめて、
左上に移動するような見え方にな
ります。金星より少し南側、少し
高いところにあるのが木星です。
土星も南の空にいて見ごろです。

　頭上はまだ秋の静かな星座達で
すが、夕方の南西の空に集まって
いる明るい惑星たちが沈みかける
と、こんどは東の空から冬の明る
い星座たちが上ってきます。いよ
いよ星空のいちばんきらびやかな
シーズンがはじまります。

　夏のペルセウス座流星群
に次いで確実に見られる流
星群です。美里町の闇夜な
らば、１時間に100個くらい
見える可能性があります。
ただし今年は1 4 日は満月
で、ふたご座近くにいるの
で、空が明るすぎてあまり
見えないかもしれません。
1 1 月のしし座流星群も今年
は月が大きく（また天候も
悪く）、ほとんど見られま
せんでした。流れ星はその
日だけというものではあり
ませんので、４、５日前の
月が早く沈んでしまう頃の
方がよく見えるかもしれま
せん。今年はちょうどクリ
スマスイベントとも重なり
ますし、冬の澄んだ空にこ
うこうと輝く満月で月光浴
を楽しみたいと思います。
その後年末にかけて月は小
さくなります。クリスマス
頃は冬の星座がとても美し
く見えるでしょう。
　星や月の綺麗なよく晴れ
た日は、放射冷却でよけい
に冷えますのでしっかり着
込んでどうぞ。
　　　　　　（豊増伸治）
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ふたご座流星群(14日極大)日付　　天文現象など
７(日)　大雪、上弦
12(金)　金星が最大光度(-4.7等)
14(日)　満月、ふたご座流星群極大
　　　　'97クリスマスイベント
22(月)　冬至、下弦
30(火)　新月
31(水)　大晦日

宇宙科学研究所訪問記

宇宙の研究所ってどんなところ？

流星（矢印）は空のどこに見える
のか分からないので、寝転がっ
て、目だけで広い範囲を見ると
　　　　　　　見つけやすい。

　この夏に天文教育の研究会が神
奈川県の相模原でありました。そ
の中の催しの一つに宇宙科学研究
所相模原キャンパスの見学に行っ
て来ました。宇宙科学研究所では
宇宙を研究したり、宇宙で使う技
術を研究をしています。
　見学の中でおもしろいものすご
いものを紹介しようと思います。
　下の写真１は何に見えますか？
羽車？パイプ？たて笛？（そんな
ものには見えない？）これは衛星
打ち上げ用ロケットの実物大模型

写真１：巨大なパイプのように見えますが（見えないって？）
衛星打ち上げ用ロケットの実物大模型です。

です。２年前まで使われていまし
た。写真ではわかりにくいです
が、長さが 28m もある巨大なもの
です。現在は全長30m もあるさら
に大きなロケットで衛星を打ち上
げています。大きいのだけど、ロ
ケットにまたがれそうで、また
がって宇宙に行けたら面白いだろ
うなと思ってしまいました。
　ここ宇宙科学研究所では、打ち
上げる人工衛星のテストもしてい
ます。右上の写真２を見て下さ
い。まん中の台がテストする装置
です。この台は上に衛星を置い
て、ひたすら揺らして壊れないか
どうかを調べる振動試験装置で 写真３：電波無響室

写真２：振動試験装置

り、１日中ずーっと衛星を揺らし
続けます。私たちが１日中揺れる
台の上に乗っていたら、車酔いど
ころではないですね。
　次に右の写真３を見て下さい。
とげが壁から床からたくさんはえ
ています。このとげはスポンジの
ようなとても柔らかいものででき
ています。この部屋は電波無響室
といって、外からの電波が届かな

す。衛星を
ロケットで
打ち上げる
ときにとて
も揺れるの
ですが、揺
れて壊れた
ら困るの
で、この装
置で調べま
す。揺らす
速さを変え
たり、方向
を変えた

いようにして、衛星のアンテ
ナの性能を調べる部屋です。
しかし、電波だけでなく、音
も響かないので、この部屋に
入ると耳が変な感じになりま
す。私はこの部屋では 10分
といることができません。と
ても気持ち悪い部屋です。
　左の写真４のような観測衛
星の模型やもっといろいろな
部屋があったのですが、書く
場所がなくなりました。また
次の機会に紹介しましょう。
　　　　　　　（田中英明）

写真４：太陽観測衛星
「ようこう」の模型



みさと天文台通信

　今月はクリスマスイベントをいつ
もよりちょっと早く行います。ま
た、みさと天文台写真コンクールの
表彰式、パソコン教室とイベント盛
りだくさんです。

日時：12月14日（日）午後５時～
会場：月の館
・Acoustic Guitar Live
　　ギター弾き語りコンサート
　　　＊飛び入り参加も OK です。
・天文クイズ大会
・観望会

休館　毎週月曜日・毎月第一火曜日
また、年末は25日（木）から休館し
ます。年始は７日（水）から開館し
ます。
開館時間　午前９時～午後６時
研究員による105cm望遠鏡の案内
　13:30、15:00、16:30 の３回

　観望会の内容は当日の天候、参加
者数になどで臨機応変に変わります
ので、あらかじめご了承下さい。
観望可能日　毎週木・金・土・日・

　デジタル工房のご利用は、町内在
住あるいは在職の方で説明会におい
て登録を済ませた方に限ります。今
月の説明会は、12月７日（日）午後
２時からです。もし上記説明会への
参加が困難な場合は電話でご相談下
さい。

運命の出会い！

第１回みさと天文台
写真コンクール表彰式

日時：12月13日（土）午後２時～
会場：月の館
なお、13日からコンクール入選作品
を月の館にて展示します。

'97 クリスマスイベント

デジタル工房

昼間の施設見学について

観望会の予定（12/25まで）

編集後記

日時：12月14日（日）午後１時～
会場：山小屋
（主催：明るいみそパソ♪♪♪
　協賛：みさと天文台）
＊前日には部品購入ツアーがありま
す。（部品購入費３万円より、標準
スペック15万円程度。）
＊参加希望の方は必ず天文台（豊増
研究員）に問い合わせ下さい。
＊当日の見学も歓迎します。

パソコン教室
～パソコンを作ろう！～

日時：12月14日（日）午後１時～
会場：月の館

美里歌謡愛唱会
カラオケ発表会

▲右端の金属部分をアンテナにつけれ
ば、超簡単にラジオです。

連載　天文工作教室
まずは、ラジオを作ろう！

　ラジオを作るというと何を思い
浮かべますか？
　たくさんの部品がびっしりとつ
いていたり、線がグルグル巻いて
あったり、ダイヤルがついていた
り、電池が入っていたり、最近の

はＩＣなんてゲジゲジみたいなも
のまで付いています。でも今回そ
れらは使いません。では、どうす
るかというと、まずは下の写真を
見てください。
　これまでの工作の中でも最も簡
単です。イヤホンとゲルマニウム
ダイオードという部品２本をつな
いだだけです。これだけです。電
池も要りません。これでアンテナ
をラジオの先端をつけてよく耳を
すませば、小さな音ですが、確か
に放送が聞こえます。選局はでき
ませんが、いろいろな放送が混
じって、強い放送がなんとか聞き
取れます。中波放送の入りにくい
美里町でも大丈夫です（どうも短
波放送が受かっているようで
す）。アンテナと言っても、普通
の電気の配線用のビニール線（１
本でよい）を外に1 0 ｍくらいピン

と張っただけです。
　結局ラジオでほんとに必要なも
のは、
電波を受けるところ：アンテナ
電波を電気信号にするところ：検
波器（ダイオード）
電気信号を音にするところ：イヤ
ホン
これだけだったんです。電波のエ
ネルギーだけでも音が出るんで
す。ラジオって簡単。はじめに思
い浮かんだ難しい部品達は、もっ
と大きな音でもっとクリアに聞け
るようにしているだけです。それ
はそれですごいのですが、ちょっ
と粗っぽく言えば、最新の衛星放
送も携帯電話も電波望遠鏡もみん
なこのラジオが基本です。それぞ
れ電波の種類や使い方に応じた装
置が付け加わっているだけです。

＊先着100名の方にケーキを差し上
げます。
＊観望会は無料です。

祝日等の晴れた夜
開始時刻　19:15、20:00、20:45の
３回（途中参加はご遠慮下さい）
参加費　一般200円、小中高100円
主な観望天体
12/４(木)～７(日);土星,(月)
12/11(木)～14(日);月,土星
12/18(木)～21(日);土星,すばる
12/23(火),25(木);土星,すばる
 ( ) の天体は期間のはじめ観望条件
がよくありません。

　友達が持ってきたこの究極的に
何もないラジオでも、本当に聞こ
える！という驚きに、小学校高学
年のぼくはすっかりハマってしま
いました。窓枠やポールやその他
いろいろなものがアンテナになっ
ているか聴診器のように聞いてま
わったり、コードをそこらじゅう
に張りめぐらしてアンテナにした
り、遠くの部品屋さんまで自転車
で通うようになったり、、、。も
しこのラジオにあとちょっとでも
おせっかいな部品がついていた
ら、きっとそれは難しい魔法の機
械だと思いこんでしまって、興味
も失せていたことでしょう。今み
さと天文台で工作教室をしている
のは、そんな素朴な感動にまた出
会いたかったり、他の人にも発見
してほしいからかもしれません。
　　　　　　　　　（豊増伸治）

また、同日にはこんなイベントも
行っています。

リモート望遠鏡大人気！

和歌山の高校と昼間の金星に挑戦

　この Mpc  ではみさと天文台の
105cm 反射望遠鏡（天文台で一番

大きな天体望遠鏡）がインター
ネットから遠隔操作できることは
何回か紹介しました。今秋にはこ
の望遠鏡を遠隔操作してみたいと
いう海南高校と和歌山高校から申
込があったので、学生の皆さんに

使ってもらいまし
た。
　海南高校には９
月2 5 日の文化祭の
昼間に挑戦しても
らいました。残念
ながら天文台は小
雨が降り、星は見
えませんでした。
そこで、星を見る
つもりになって、105cm 反射望遠鏡と海南高校の学生の皆さん

金星と和歌山高校の学生の皆さん

もらうと「おお、動いている」と
感動（？）してもらえたようでし
た。
　和歌山高校とは1 1 月３、４日に
産業教育フェアというイベントで
リモート望遠鏡を試しました。さ
すが、1 1 月３日は特異日で天気は
晴れ、観望には絶好の日でした。

望遠鏡を遠隔
操作してもら
いました。星
は見えないの
で 、 高 校 は
がっかりした
雰囲気でした
が、望遠鏡を
遠隔操作して

学生の皆さんに望遠鏡を操作して
もらって、昼間の半分に欠けてい
る金星や織り姫星（ベガ）をばっ
ちり見てもらいました。金星が見
えたときには拍手が起こりまし
た。天文台ではこれからもリモー
ト望遠鏡に取り組んでいきます。
　　　　　　　　　（田中英明）

　とうとう寒い冬がやってきまし
た。今年はエルニーニョの影響で
暖冬になるとか予想されているよ
うですがどうなることでしょう。
　さて、天文台では来年も皆さん
が参加しやすい企画をたてていき
たいと思っています。来年も天文
台をよろしくお願いします。
　それでは皆様、よい年をお迎え
下さい。　　　　　　　（H.T.）
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連載　今月の宇宙人

連載  星ものがたり

連載  「星の動物園」

ペルセウス座

星がないで～、アルデバラン食

写真大ベテランギュース星

まわりの星が雨粒のように流れて写ってい
るのは彗星が早い速度で太陽に近づいてい
るため、他の星に対して特別な動きを見せ
るためです。

　残り少なくなった木々の葉っぱ
が一枚また一枚と木枯らしに吹き
飛ばされ、カサカサと音をたてて
舞っています。人もどことなくあ
わただしく駆け回る1 2月。一息つ
いて空を見上げれば、忙しさに疲
れた体をやさしく包んでくれる星
たちが輝いています。さて、今月
はアンドロメダ座のすぐ南にある
おひつじ座の神話の紹介をしま
す。
　ギリシャのテッサリア地方に
テーベという国がありました。そ
の国王アタマスには、二人の子ど
もがいましたが、継母イノーに毎
日いじめられていました。この様
子を雲の上から見ていた実の母ネ
フェーレは、「このままでは、二
人の子どもは殺されてしまいま
す。どうか助けてやってくださ
い。」と天の神にお願いしまし
た。すると、「金のひつじがいる
ではないか。」という伝令の神ヘ

ルメスの声が聞こえました。この
羊というのは、ネフェーレがヘル
メスからもらったもので金色の毛
でおおわれ、空を飛ぶことができ
るのです。ネフェーレは、羊の頭
をなぜながら「あの子たちをどこ
か遠くの国へ逃がしてやってくだ
さい。」と頼みました。金の羊
は、空を駆け下りると二人の子ど
もを背中に乗せ、東の空へと飛び
去りました。途中でうっかりと下
を見た妹の方があまりの高さに目
をまわし、海に落ちて海中深く沈
んでしまいました。思わぬ 妹の不
幸に兄の心は大いに揺れ動きまし
たが、羊に勇気を吹き込まれ無事
にコルキスの国にたどりつき、そ
の国のアイエテス王に助けられま
した。やがて、金色の羊は死ぬと
空にあげられ、星座になりました
が、金色の毛皮は、そのまま地上
に残りました。アイエテス王は、
その毛皮を国の宝としてアレスの
森の樫の木に打ちつけ、昼も夜も
眠ることのない竜にまもらせてお
いたそうです。
　（文：山本雅世、絵：坂元誠）

　みなさんこんにちは。今月の宇
宙人は、みさと天文台の写真教室
の講師、また写真コンテストの審
査員としてまで来て頂いた、かつ
らぎ町にお住まいの松本隆央さん
です。
　松本さんは、写真歴2 5年で、か
つらぎ町写友会代表、全日本写真
連盟和歌山県本部委員などの肩書
きをもち、国際写真サロン金賞、
三軌会文部大臣賞など数々の賞を
受賞されている大ベテランです。

現在では、ご自身でカメラ屋を経
営しながら、後輩達の育成や写真
の審査員としても活動している毎
日です。そして、いざ写真コンテ
ストに応募する写真を撮るときに
は、西から東へと飛び回り、いか
なる状況においてもシャッター
チャンスを見過ごさない強者で
す。
　さあ、松本さんにも選んで頂い
たみさと天文台写真コンテストの
結果を来月号で大大発表します。
また、天文台カレンダーでは入選
作品をアップでご紹介します。ど
んな作品が出てくるか、お楽しみ
に。　　　　　　（新谷浩一郎）

　この秋、皆さんはどんな秋を楽
しみましたか？私は食欲の秋でし
た。おかげでズボンが日に日にき
つくなっていくような. . . 、ま、そ
れはおいといて。私だけでなく、
天文でも「食欲の秋」だったよう
な気がします。天文現象で「食」
といっても、星が何かを食べてし
まうことでなく、ある星が他の星
を隠してしまうことです。星が隠
されることが、星を食べてしまっ
たかのように見えたので、「食」
という言葉になったのでしょう。
　他の星を一番たくさん隠してし
まう No.1 は月です。これは月が地
球のまわりを回っていて（公
転）、みかけ上、月が夜空の星の
中で一番よく移動するために起こ
ります。皆さんにおなじみの「日

食」は月が太陽を隠してしまう現
象ですね。また、先月の「イン
ターネットの宇宙」のコーナーで
紹介した「土星食」は月が土星を
隠してしまう現象でした。
　今月は「食」シリーズ第２弾。
「アルデバラン食」を紹介しま
す。アルデバランはおうし座の１
等星で明るい星です。このアルデ
バランを11月16日の午前５時30分
ごろに月が隠してしまったので
す。左の写真は、アルデバランが
隠れる瞬間を豊増研究員が撮影し
たものです。撮影のときには雲が
多くて、アルデバランの場所もよ
く分からなかったのに、隠れる瞬
間だけ雲が晴れて、撮影に成功し
ました。豊増研究員の願いが通じ
たのでしょう。　　（田中英明）

アルデバランが月に隠されていく様子。左から11月16日午前５時28分50
秒、同分53秒、同分59秒の写真。59秒の写真ではアルデバランは月に全
部隠されて見えない。


